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後 発 旧 制 中 学 の 学 校 文 化 に 関 す る 研 究

　　　　　　　一
岡 山 県 を 事 例 に し て

一

渡 辺
一

弘 《広 島 大 学 大 学院 ）

L 問題 の 所在

　当時、市内の 普通科 は 県立で は朝 日と操 山だ

けで したか ら、何か に つ け て操山を意識 し、比

較した もの で した 。 校風 は 、操 山の 軟派に対 し

朝日 は硬派だ と考 えられ て い ま した 。 例えば、

学級編成は （中略）、成績別、男女別を原則 と し

て、進学中心 の 組 み 合わせだ っ たようです。操

山 で は 男女混合学級が普通 で し た か ら（後略）、

　そ の 頃、二 中、
一

女とい う風潮がまだ完全 に

は脱色 され て い なか っ たけれ ども、 「操山高

校」 と して の 校風 が順次 で き上 が りつ つ あ る 時

だ っ た と思 う。

　大学合格率の みが高校の バ ロ メ ーターとされ

て い た とき、全員ク ラブ活動強制入部 、 全校 マ

ラ ソ ン
、 ク ラ ス 旅行、あ る い は体育祭、文化祭

など学業以外 の 活動を通 じて 「人間亅 の 育成 に

重点をお い た方針 は、ライバ ル 「朝 日高校」 の

校風 と対照的で あ っ た 。

　 こ れ らの 文章は 旧制 中学 ・高等女学校の 伝統 を

もつ 岡由市内の 二 つ の高校一躙山朝日高校 （旧 岡 山

一
中、岡山二女の 後身）、岡山繰幽高校（1日岡山 二

中、岡由
一

女の 後身）の 校友会誌 、学校史か ら、

「校風」 に関す る記述 を昭和 30年代前半の 卒業生

の 回想より引用 した もの である 。 これ らを読む と、

両校 の 間には校風 の 違 い の よ うな もの が存在 し て

い る ようで あ る 。 また現在 で も こ の よ うな違 い は

存在す る 、 と両校 の 閥係看 は 指摘 し て い る。こ の

ような違 い は どの よ うに 生 じて い る の で あろ うか 。

　周知の とお り、闘治の 中期頃ま で に開校 した我

が国の iN制中学 の 多 くは、そ の 源流を藩狡や洋 学

tw　・私塾にま で 翻 る こ との で きる伝統あ るエ リー

トの ための 數育機關であ り、蟹実剛健を旨とする

よ うな学校が多か っ た 。 それに対 して 騨治の後期

から大正にか けて の 学較増設期に園校した後発の

旧制中学は 、 明治の 中期頃までに驪校した先発校

の 教育方針 。校風等 を横範 とし て 形成され て い っ

たの で あろうか 、それ とも先発校 とは 異な る独 自

の モ デ ル を 目指して 形成 され て い っ た の で あろ う

か。そ して そ の よ うな学校の 風土 は 、戦後に後発

校の伝統を引き継 い だ学校に お い て 、 学制改革、

高校再編、入 試制度 の 変化等 に 伴 い どれほど受け

継がれ て い るの で あろ うか。

　従来、明治後期以降の 旧制中学 の 学校文化に 関

す る研 究と し て は 、 教科 の カ リキ ュ ラム に 関す る

研究 （例えば、野地 　1979）、自治活動に関する研

究 （例 え ば、山下 ・千藥　1989）、戦時 下 の 生徒に

関する研 究（例えば、疋 田　 1990）とい っ たもの は

い くつ か 見受け られ る が 、 学校 の 「校風 」 や 「伝

統」 に 直接的 に 関係す る研究は、学校時代 の 回想

録 の 類を除くと非常 に 少 な い よ うに 思 わ れ る 。

　また黄（1998）は、藩校の伝統をもつ 地域の エ リ

ー
ト高校にお い て、生徒達が どの よ うに文化様式

を正 統化し、身体化 し て い くかを、同窓会 と の 関

連 か ら学校 を み る とい う新 た な 視点 か ら、エ ス ノ

グ ラ フ ィ
ーの 手法 を用 い て 明 らか にしたが、果 た

し て 明治後期 か ら大 正 期 に か け て 開校した 1日制 中

学 の 伝統を もつ 地域の 進学校 に お い て も、生徒 達

は 文 化 様式を正 統化 し、身体化 して い る の で あろ

うか。先発校に対 して の サバ イ バ ル 戦略 と して先

発校 を範 とす る、も し く は強化 し た教育方針、あ

るい は独自の教育方針 を掲げた で あろ う後発校 の

学校文化 を問題 に す る こ とは、旧制 中学の 伝統を

引き継い だ新制高校に おけ る学校文化の 形成に果

た した機能 をみ る うえ で 意義 が あ り、戦後 の 地 域

に おける高狡の評価、学校間格差 、 入試制度 に関

わ る 通 学 区 の 問題 等 の 検討 一と りわけ多くの 地域

で 「榻
一

中」 が戦後 も高校間ハ イ ア ラ
ーキ ーの頂

点 に 位置 しつ づ けて 現状 を解 く鍵 に な り、これ ら

の 点か ら夲研究 の意義が見 出せ る 。

　以 上 の 閣題関心 の 下 、報告者は
一

昨年 と昨年 の

中国四国教膏学会大会と今年5月の 岡山地方史羅究

会月例会に お い て 、 鬪由県 を事例 に して、後発校

の 圏制中学の 学校文化を旧鬪山 二 中を通 して、先

発校儷鬪由一中の学校文化 との 比較を中心 に 、 学

校史 ・校友会誌 。 卒業認念誌等 を中心 とした認述

一
且88一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

資料 と卒業生 ・学校関係者へ の 聞き取り調査を用

い て検討した。今回 の 報告は 、今まで の分析に補

足 と再分析を加えたま とめ で あ り、他の岡山県下

の 旧制 中学や他 の 地域 の 状況 も踏ま え な が ら、新

たな資料を用い て 、後発 旧制中学の 岡山二 中の 学

校文化 を検討す るこ と を目的 とする。

皿．事例研究 の 対象 と分析方法

　本報告で は岡山
一中と岡山 二 中を分析対象と し

た。 岡山
一中は 明治7年設立 の 温知学校の 中学養成

所 が 濫觴 で あ り、中国地方最初の 公 立 中学で ある。

戦後 旧岡山二 女 と高校再編に よ る両校統合で 、岡

山県立岡山朝 日高等学校 とな る 。 岡山二 中は 大正

10年 の 開校 で 、同 じ く戦後 旧岡山
一

女 と 高校再編

による統合で、岡山県立岡山操山高等学校 となる。

最初の 記述の 引用当時、公 立高校の 岡山学区は岡

山朝日高校と岡山操山高校の 普通科二校に よ る総

合選抜制で あ っ た 。 そ の後、通学区変更や総合選

抜制参加校 の 増加な どの 変化は生 じたが、総合選

抜制そ の もの は、平成 10年 3月 の 入試まで 堅持 され

て い た。入 学者 は、成績 ・通 学距離が公 平 に な る

ように 配分 され て い た。

　今回 の報告で は、旧制中学の学校文化を 「あ る

特 定の 学校 の 持 つ 、校風や伝統 と呼 ば れ 、正 統 な

もの と して 学校 に 規範化され て い る もの 」 と操作

的 に定義 し、岡 山二 中の 学校文化 を、1．学校の 教

育方針、2．校友会活動 、 3．生徒の社会的背景 と上

級学校進学状況 、を次 に 示 した分析資料 を通 して 、

岡山
一

中 と他 の 県下 の 1日制中学 の 学校文化 と比較

検討 しながら明らか にする。

皿．分析資料（主要な もの の み）

（岡山
一

中関係〉

　岡山県立岡山朝日高等学校　1984，『回想による

110年史　烏城』第140号 、
1994a

， 『想 い 出の 120年
一尚志会 ・生徒会活動 の 記録

一
烏城』第 151号 、 1

994b，『岡山県立 岡山朝 日高等学校　写 され た 120

年』。

〈岡山二 中関係〉

　岡山県第二 岡山中学校 ・岡山県立岡山第二 高等

学校　1950，『創立 三 十年史』 。 岡山県立岡山操山

高等学校　1969， 『創 立七十年史』、1999
， 『創立

百年史』。

〈そ の 他 の 岡山県の 学校関係〉

　岡山県立津山高等学校　1995
， 『津山高校百年史

　上巻』、 『津山高校 百年史　下巻』 。 岡山県立

高梁高等学校　1974， 『お もい で の 記　おち葉』 。

N ．分析

　本要旨集録 で は、岡山
一

中、岡 山二 中、津Lli中、

高梁 中の 校友会 の 比 較を 示 す （表 1）。後 発 校 の 岡 山

二 中が学校指導 の 下 に成 立 したの に対 し、先発校

の 場合、時期的 に 早 く 開校し た 岡 山
一

中は 自然発

生型 の 成 立 なの に対 し、遅 く開校 し た津山中 、 高

梁中は岡山二 中と同様に 、学校指導型 の 色彩が強

い こ とがわか る （分析 の 詳細 と引用文献は、発表当

日 の 配布資料 に示 します）。

1　 　　
一 一 ら

の の 比

立

生徒の 側 か ら自然 雑誌出版の 他、運動会・濱甃及び

発生 的・任 意な有 討諭会を開き、学校へ 制服・制帽の 「尚志会雑誌」、
岡 山一中 尚志 会 明 治 19年 志 の 団 体か ら生 じ 規定の 鵲願活 動も行 っ た。途 中 か ら 後に 「鳥城 止

た （明治28年）、学校長の 指導下 に 改題
入 った

学校発足と同時

岡山二 中 校友会 大正 10年
に、学校指導 型 の

官製の団体として

成立

文化部と運動部の 各部活動を置く
校友（零第二 号

までは r曹誌亅）

学校発足と同 時に 文芸邸、蓮動部、庶務会計邸か ら

戒立、成立過程は 成り、運動部は生徒全 員入部制 と r済羮会雑誘」、
津山中 済美会 明治28年 不 明 だが学 校指導 希望者の 倶楽部が あり、文芸郁は 後に 「鶴城 」と

型と思 われる 雑誌・談話の 二 部になっ て い た 改題

学校発足と同 時

高梁 中 有終会 明 治28年
に 、学枝指導型 の

官製の 団体として

成立

学術郁、談話部、運動部、庶務会計

部からなる
r有終亅

出典 ： 岡山県の 』．岡山 日 資斜』、　 立七 十　　』、　 山 も
『津山高校百年史 上 巻』、『高梁中学筱教育翼覧』より作成
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